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金澤建設株式会社

代表取締役　　金澤　孝剛

兵庫県川西市下加茂1丁目30番6-3号

兵庫県宝塚市安倉中5丁目14番26号

金澤孝剛

松本照美

連絡先 ＴＥＬ： 072-757-6363

ＦＡＸ： 072-757-8721

舗装工事、土木工事、解体工事、管工事

　　

2022年度 2021年度 2020年度

（４）事業の概要

１．会社の概要

（1） 事業所名及び代表者氏名

（2） 所在地

本 社

資 材 倉 庫

（3） 環境管理責任者及び担当者連絡先

環境管理責任者 代表取締役

環境管理担当者 総務部長

（５）事業規模

年間売上高  5億6千万円（2022年／7月 ～ 2023年／6月）

本社 資材倉庫 合計

元請工事  　　 8件

総従業員
2023.9.1現在

16人 無人 16人

延べ床面積 149㎡ 948㎡ 1,097㎡

敷地面積 156㎡ 948㎡ 1,104㎡

（６）建設現場等の概要　（2022年／7月 ～ 2023年／6月）

下請工事  　107件

（７）会計年度  7月～翌年6月

２．主な環境負荷の実績

項　　目 単位
全社排出量

使用した電力の二酸化炭素排出係数；0.334 kg-CO2/kWh（関西電力、2018年度の調整後排出係数）

一般廃棄物 kg 

産業廃棄物 t アスファルト・コンクリートガラ

658

電力・ガソリン・重機燃料
主なもの

 水使用量 ｍ
3

 二酸化炭素総排出量 kg-CO2

 廃棄物排出量 t

154,475
657.70

676

657

301

157,025

300

1,613.75

1,614.40
133,088

974.28
638

315.97
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   舗装工事、土木工事、解体工事、管工事

  本社、資材倉庫

【推進組織図】

①代表者として環境経営全般に関して責任と権限をもつ

②環境経営方針を策定し、従業員に周知させる

④資源（人・もの・金）の用意をする

②上記の結果を社長に報告する

①EA21環境経営システムを構築し、文書化し、実行を推進する

②環境への負荷の自己チェックを実施する

③環境への取組の自己チェックを実施する

④環境管理責任者を補佐し、問題点の審議と解決策を立案する

①自部門の環境経営目標、環境活動計画の達成と実績の把握を行う

②環境経営方針、自部門の環境経営目標、環境活動計画を部門全員に周知する

④自部門の教育・訓練を実施する

⑤社内外の環境情報の収集と伝達をする

⑥自部門の緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する

①作業所におけるEA21実行責任者を兼ねる

②	作業所の環境経営目標、活動計画の達成と実績の把握を行う

３．対象範囲（認証・登録範囲）

４．推進組織図及び役割・責任・権限

代表者（社長）

環境管理責任者
金澤孝剛

環境管理担当者
松本照美

事 業 活 動 ：

対 象 事 業 所 ：

土木部長 総務部長

各作業所長

【役割・責任・権限】

役　割　・　責　任　・　権　限

代表者(社長)
③環境経営目標、環境経営レポートを承認する

⑤エコアクション21全体の取組状況に関し評価、見直し・指示を実施する

部門長及び
全従業員

③自部門に関連する環境関連法規制等を順守する

作業所長

環境管理責任者

①エコアクション21建設業向けガイドラインの要求事項を満たす環境

経営システムを構築し、実行し、環境面の実績を向上させる

③EA21文書類の承認をする

④環境委員会の委員長としてEMS全般の舵取りを行い、実行を推進する

環境管理担当者
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2,320㎡

2,336㎡

５．環境経営方針

金澤建設株式会社 環境経営方針

スローガン！！
・最新型機械と鍛えた頭脳で、効率よく稼ぐ

・稼いだお金は、社員と社会に還元

・持続的好循環企業へ邁進

当社の経営理念の一つである「地域社会への貢献」に沿って、地球環境問題に 積

極的に取組み、川西市の自然環境を保護することを目的とし、当社の事業の発展と 両立

させる建設活動に努めます。

１．当社は下記のとおり、事業活動に伴う環境負荷の低減、並びに工事施工時に

おける環境配慮に努めます。

(1) 電力及び燃料の使用による二酸化炭素排出量の削減

(2) 水使用量の削減

(3) 廃棄物排出量の削減

(4) 環境に配慮した工事の推進

２．関係する環境法規等並びに地元との約束等を遵守します。

３．環境経営の継続的改善を図ります。

４．本方針を全従業員及び協力会社社員に周知し、社外へも公開します。

取組の重点分野

制定日：2020年 5月 1日

金澤建設株式会社

代表取締役 金澤孝剛
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-8% 256

　評価ポイント
　90ﾎﾟｲﾝﾄ(%)

　以上

-6% 180,358

+0.6
(%)

68

-8% 894

10,116

23,470

-6%

57,516

148,390

-6%

1,711

5,132

     「建設廃棄物」に関する取組を項目ごとに点数評価し、下記の計算式でポイントを算出する。

-7% 2599 水使用量の削減 278 ｍ3

-5% 923 -6% 914 -7% 9048
　一般廃棄物排出量

972

     ポイント（％）= 100×工事数×評価点数（実績）/工事数×評価点数（満点(4)）

2025年度目標

-6%

7,499

2,505

-6%

2,577

860

-6%

　評価ポイント
　90ﾎﾟｲﾝﾄ(%)

　以上

　評価ポイント
　90ﾎﾟｲﾝﾄ(%)

　以上

（注）化学物質は使用していないため、目標に設定していない。

※1 電力の二酸化炭素排出係数：0.334 kg-CO2／kWh（関西電力、2018年度の調整後排出係数）

※2産業廃棄物のリサイクル率の向上；再生量(1,601.86t)÷発生量(1,613.75t)＝99.3％(2022年度実績）

※3 請け負った工事ごとに、現場代理人が「騒音・振動」、「水質汚濁」、「大気汚染」、

問題発生を未然に抑える
取組の推進　※3

－ ％
　評価ポイント
　90ﾎﾟｲﾝﾄ(%)

　以上

-5% 264 -6% 261

kg
　 の削減

+0.3
(%)

65
+0.4
(%)

66
+0.5
(%)

677
産業廃棄物の削減

63 ％
（リサイクル率向上）※2

-3% 186,114 -4% 184,195 -5% 182,2776
二酸化炭素排出量

191,870 kg-CO2

　 の削減　

5,242 5,187
（CO2排出量削減） 3.00

-3%

1,765

-4%

1,747

-5%

1,729

5

液化石油ガス使用量の削減 1,820 ｋｇ

LPG （排出係数）

5,460 kg-CO2

153,126
4

5,296

151,548 149,969
（CO2排出量削減） 2.58

-3%

59,351

-4%

58,740

-5%

58,128重機燃料使用量の削減 61,187 ℓ

軽油 （排出係数）

157,862 kg-CO2

23,969 23,720
（CO2排出量削減） 2.32

-3%

10,439

-4%

10,332

-5%

10,224

3

自動車燃料使用量の削減 10,762 ℓ

ガソリン （排出係数）

24,968 kg-CO2

888
2

24,219

-4%

7,659

-5%

7,579

878 869
（CO2排出量削減） 0.334

-3%

2,659

-4%

2,631

-5%

2,604電力使用量の削減 2,741 kWh

（資材置場） ※１ （排出係数）

915 kg-CO2

1

電力使用量の削減 7,978 kWh

（本社） ※１ （排出係数）

2,665 kg-CO2

６．環境経営目標

No. 環境経営目標
基準年度

2022年度目標 2023年度目標 2024年度目標
2019年度実績

2,585 2,558 2,532
（CO2排出量削減） 0.334

-3%

7,739
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全
期

春
期

夏
期

秋
期

冬
期

○ ○

○

○

○ ○

○

自動車燃料使用量の削減 ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

７．環境経営計画

No. 環境経営目標 環境経営目標の達成手段

スケジュール
実施
体制

(責任者)

1

電力使用量の削減 １.空調機の温度設定（夏期：28℃、冬期：20℃）

総務部
部長

（本社） 2.昼休みの消灯　　　3.不要照明の消灯

（CO2排出量削減） 4.離席時のパソコン電源ＯＦＦ

2

電力使用量の削減 １.空調機の温度設定（夏期：28℃、冬期：20℃）

工事部
部長

（資材置場） 2.昼休みの消灯　　　3.不要照明の消灯

（CO2排出量削減）

3

1.アイドリングストップの徹底　2.急加速、急発進の防止

工事部
部長

ガソリン 3.法定速度の順守　4.タイヤ空気圧の定期的点検

（CO2排出量削減） 5.エコカーの導入

4

重機燃料使用量の削減
軽油

（CO2排出量削減）

1.アイドリングストップの徹底　2.急加速、急発進の防止

工事部
部長

3.法定速度の順守（ダンプ、トラック）

4.相乗りの励行（ダンプ、トラック）

5.タイヤ空気圧の定期的点検

6.過度な負荷をかけないアクセルワーク（重機）

総務部
部長

2.コピー紙の裏紙使用

3.詰め替え容器のある商品の選択

6
二酸化炭素排出量

・NO.1～5 に従う
　 の削減

7
産業廃棄物の削減

（リサイクル率向上）

1.建設廃棄物の分別徹底

工事部
部長

2.不法投棄、不法処分リスクの無い処理業者への委託

3.保管基準の順守

工事部
部長

9 　水使用量の削減
1.水の流しっぱなしの防止 総務部

部長2.節水ステッカー貼付による節水意識の向上

問題発生を未然に抑える
取組の推進

・請け負った工事ごとに、「騒音・振動」、「水質
汚濁」、「大気汚染」、「建設廃棄物」について、
適切な取組を実施（低騒音型重機使用、沈砂池の設
置、排ガス第３次規制対応車使用、特定建設資材の
100％リサイクルなど）

○

5

1.バーナーの使用時の効率化

8
　一般廃棄物排出量
　の削減

1.リサイクルを意識した一般ごみの分別

工事部
部長

LPG 2.ガスボンベを使い切る

（CO2排出量削減） 3.適当な温度管理

液化石油ガス使用量の削減
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％

％

％

％

％

％

％

８．環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価、並びに次年度の環境経営計画

No.
環境経営目標
（環境経営方針

との関連）

環境経営計画に基づき 評価
※４

環境経営計画の実績 次年度の
環境経営計画実施した取組内容 （2022年7月～2023年6月）

・冬場の仕事増加
により事務作業が
増え室内点灯時間
が長かった

・残業の短縮
・空調使用時

間の短縮

・空調設定温度の励行 ◎ 目標 3,473

・部分消灯及びこまめな消灯 ◎ 実績 3,646

・離席時のパソコンＯＦＦ ○ 達成率 95

・残業時間の短縮 × 達成状況
※５ ×

95

達成状況 ×

kg-CO2

1

電力使用量の
削減

（本社・資材置場）

（CO2排出量

削減）

・昼休みの消灯 ◎ 単位

・ガソリン車両増
加で使用量が増加
した

・引き続き低燃
費運転を継続し
燃費走行する

・アイドリングストップ ◎ 目標 24,219

・相乗りの徹底 ○ 実績 25,483
2

自動車燃料
使用量の削減
（ガソリン ）
（CO2排出量

削減）

・急発進の防止 ◎ 単位 kg-CO2

・適正空気圧の確保 ◎ 達成率

3

重機燃料
使用量の削減

（軽油 ）
（CO2排出量

削減）

・アイドリングストップ ◎ 単位 kg-CO2

達成率 127

・急発進の防止 ◎

・アイドリングス
トップは定着した

・舗装工事が多い
為、使用量も増加
してしまう

・引き続き、こ
まめに消して、
調整弁は最大に
開かない

・ガスボンベを使い切る ○
目標 5,296

実績 7,410

・適当な温度管理

・引き続き低燃
費運転を継続し
燃費走行する

・作業内容に応じたアクセ
ルワークの実施

○
目標 153,126

実績 120,486

・相乗りの励行 ○

達成状況 ○

4

液化石油ガス
使用量の削減

（LPG ）
（CO2排出量

削減）

○ 達成率 71

達成状況 ×

kg-CO2・バーナー使用時の効率化 ◎ 単位

○

5

二酸化炭素
排出量の削減

※１

単位 kg-CO2

119
No.1～No.4 に記
載

・分別の意識がし
たので混合廃棄物
が減少した

・更なる分別を
徹底して、より
減少に努める

・不法投棄、不正処分のリスク
の無い処分業者委託

◎
目標 65

実績 99

・鉄くずの徹底細分化

No.1～No.4 に
記載

No.1～No.4 に記載 目標 186,114

実績 157,025

達成率

達成状況

7

一般廃棄物
排出量の削減

・コピー用紙の裏紙使用 ◎ 単位 kg

達成率

6

産業廃棄物
排出量の削減

※２ ◎ 達成率 152

達成状況 ○

％・建設現場での分別強化 ◎ 単位

・使い捨て商品
の使用を減ら
し、廃棄物の減
少に努める

・一般廃棄物分別の徹底に
よる再資源化の推進

○
目標 923

実績 658

・詰め替え容器の商品選択 ◎ 140

達成状況 ○

・必要でないもの
は買わない意識が
浸透した
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％

％

×

8
水使用量の削減

・水の流しっぱなしの防止 ◎ 単位

達成率

・舗装工事の増加
により散水量も増
える

・雨水貯留タン
クを活用する

・節水ステッカー貼付 ◎ 目標 264

・節水意識の向上 ○ 実績 300

ｍ３

88

達成状況

9

問題発生を未然に
抑える取組の推進

※３

・工事における下記の環境
配慮活動の実施

単位

(1)	騒音・振動の低減 ○

(2)	水質汚濁の防止 ◎

(3)	大気汚染の防止 ◎

(4)	建設廃棄物の
リサイクル

◎

達成率 111

達成状況 ○

％

　※３ 問題発生を未然に抑える取組；ポイント（％）＝100×80点（実績）/80点（満点）＝100％

　※４　評価：◎よくできた　○ほぼできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

　※５　達成状況：○目標達成　×目標未達成

実施体制
・実施体制（環境管理責任者、環境委員会並びに各目標ごとに設定された実施責任者）は有効
に機能しており、これを継続する

　※１ 灯油・都市ガス・LPG（資材倉庫）の値は含まれていない。

　                                          （使用量が少ないため、目標に設定していない）

　※２ 産業廃棄物のリサイクル率の向上(実績)；再生量(1,601.86t)÷発生量(1,613.75t)=99%

（実施した工事の環
境配慮）低騒音型重
機使用、沈砂池の設
置、排ガス第３次規
制対応車使用、特定
建設資材の100％リ
サイクルなど

・工事における
環境配慮活動を
更に徹底する

目標 90

実績 100
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都道府県知事への事前届出の提出（工事着手の7日前まで）

6

９．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

（１）当社に適用される環境関連法規等の遵守状況

　下記の通り環境関連法規及び条例等を事業所、建設現場ともに遵守しており、違反はありま
せん。また関係当局より違反等の指摘も過去５年間ありません。

適用される法令等 主な遵守すべき内容　※ 遵守状況

1 廃棄物処理法

処理業者との適正な契約並びに業者の許可証有効期限の確認 遵守

マニフェスト伝票の管理（法定記載事項、照合確認、５年間保存） 遵守

廃棄物置場の表示と保管基準の遵守 遵守

マニフェスト交付状況の知事への報告（毎年6月30日までに） 遵守

2 建設リサイクル法

特定建設資材の再資源化（コンクリート、廃木材、アスファルト等） 遵守

元請業者の発注者への再資源化に関する書面報告、並びに再資源
化実施状況の記録作成と保存

遵守

遵守

3 騒音規制法
特定建設作業の事前届出：指定地域内、工事開始7日以前 遵守

特定建設作業は敷地境界線において、85dB(A)を超えないこと 遵守

4 振動規制法
特定建設作業の事前届出：指定地域内、工事開始7日以前 遵守

特定建設作業は敷地境界線において、75dB(A)を超えないこと 遵守

5 大気汚染防止法

解体等工事の受注者は、工事実施前に、特定工事に該当するか否
かの調査を行い、発注者にその調査結果を記載した書面を交付し
て説明すること

遵守

特定工事の発注者又は自主施工者は、作業開始日の14日前まで
（兵庫県は工事開始日の7日前まで）に知事に届出

遵守

解体工事施工時に掲示板を設け、調査結果を掲示 遵守

消防法
消火設備の定期点検、消火器の有効期限少量危険物の届出、点
検

遵守

7
フロン排出

抑制法

空調機の簡易点検（３か月以内ごと）及び廃棄後３年間まで
の記録保存

遵守

・廃棄時におけるフロン類の回収依頼書又は委託確認書の交
付
・回収依頼書又は委託確認書並びに充填回収業者が交付した
引取証明書の３年間保存

遵守

環境関連訴訟等は過去５年間、１件も発生しておりません。

8
自治体との災害時
応援協定

災害発生時に応援派遣する
設備・

体制確認

※ 紙面の都合のため、主要な遵守すべき内容を抜粋し、簡略的に記載しており、詳細は「環境法規制等一覧表兼順守評価記
録」で管理している

（２）環境関連訴訟等の有無
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10．代表者による全体の評価と見直し・指示

代表者：金澤　孝剛

作成者：松本　照美

見直し年月日：2023年　9月　1日

作成日　　　：2023年　9月 25日

見直しに必要な事項 環境管理担当者の報告 代表者による評価
変更の
必要性

環境経営
方針

環境経営方針に示された環境への取
組の基本的方向は現在も適切か

環境経営方針は適切である
環境経営方針は変更し
ない

□有り
■無し

その他の
環境経営
システム

特に変化はない。
適切に行われており、
このまま継続していき
たい

□有り
■無し

・適切に遵守されている

・適切に実施されている

・苦情、要望はなかった

・適切に運用されている

・適切に準備している

・問題はなかった

・環境レポートの作成と公表、
　活用状況

・法規制等の遵守状況

・教育・訓練の実施

環境経営
目標及び
環境経営

計画

削減意識が従業員に浸
透したことにより、常
に取組むことが出来て
いる。このまま継続
し、分別・リサイクル
をより細分化し削減し
ていきたい

□有り
■無し

・課題とチャンス

・二酸化炭素排出量削減

・廃棄物排出量削減

・水使用量削減

・製品・環境性能の向上

・取組を継続していく

・削減することができた

・削減することができた

　※次年度以降への展開を重点に記載する

□有り
■無し

前回の代表
者指示事項
のフォロー

アップ

環境経営に関する取り組みを、常に継続的に意識し削減対策活動をする指示に、全員が取り組み
混合廃棄物の減少に協力するようになり、分別細分化が出来ている

実施体制
実施体制は効果的であり、変更の必
要性はないか

実施体制は効果的である 実施体制は継続する

建設業である為、工事の受注・工事場所により、燃費消費の増加は否めないが、
昼休憩時に車両で昼食を買いに行かず、徒歩で行く等、改善出来る所もあると思う。
また外国人雇用の増加で、分別の細分化にまだ慣れていない外国人従業員には、皆で教えて
より環境目標を達成出来るよう取組みたい。

代表者の
総合評価

※

代表者の
指示事項

混合廃棄物の減少を重点的に取組み、再資源化率を上げることにより
環境対策に取り組む

・適切に作成している

・環境経営目標・計画の達成状況
　は妥当か

・妥当である

・取組の確認並びに是正の処置の状況

・工事増加により出来なかった

・向上している

・外部からの苦情や要望

・実施及び運用の適切性

・緊急事態への準備状況

・環境負荷の大きな変化 ・大きな変化はなし
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